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・まちの骨格を形成する

・人や車の移動を支える

・良好な街並みを形成する

・非常時に避難空間になる
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都市計画道路とは？

【拡幅型】【新設型】

整備前

整備後

拡幅 拡幅

都市活動を支える
基礎的な都市基盤施設
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都市計画道路の見直しの背景、必要性

■大阪市の都市計画道路（幹線街路）■大阪市の都市計画道路（幹線街路）

・長期的な整備を前提に、総延長約４５０ｋｍの道路（幹線街路）を都市計画決定

・街路事業などにより、既に約３２９ｋｍ（約７割）が整備完了、約３６ｋｍ（約１割）が事業中

・未着手路線は約８５km（約２割）であり、そのうち約８割が都市計画決定後

50年以上経過し、 これに伴う建築制限が長期化

・残事業費が約9,800億円。現在の予算規模では完成までに７０年以上を要し、

建築制限がさらに長期化

幹線街路 都市計画決定 整備済 事業中 未着手

延長（km） 450 329 36 85

総延長450km

＜都市計画道路整備状況＞ ＜都市計画決定後の年数＞

50年未満
21%

50年以上
79%

さらに長期化
・完成までに
70年以上

事業中 36km

整備済 329km

未着手
85km
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都市計画道路の見直しの考え方

・人口減少・高齢社会の到来といった、従来の拡大型から安定・成熟型社会への移行が進
行。

・こうした社会・経済情勢の変化を踏まえ、事業未着手路線の必要性を検証し、

存続や廃止などの見直しを実施。

・具体的には、以下の4つの視点で必要性を検証。

① 「道路ネットワークの確保」の視点での評価
・放射・環状軸となる道路ネットワークを確保

。
② 「都市防災性の向上」の視点での評価

・密集市街地における延焼遮断空間や避難路を確保。

③ 「安全・円滑な通行機能の確保」の視点での評価
・現道からの拡幅により安全・円滑な通行機能を確保。

④「路線ごとの個別特性」からの評価
・地域の個別特性により整備効果が期待される路線は、計画を存続。
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都市計画
道路

見直しの
４つの視点


